
　　　　           　　                 今年の予定は、新型コロナウイルスの影響により中止になりました。

　　                   　  ■今後の予定

❶

新型コロナウイルス感染症について

世界的に新型コロナウイルス感染症の流行が始まり７か月が経過しました。特に緊急事態宣言期
間はご家庭での在宅支援に、ご理解ご協力頂き大変感謝しております。

新型コロナウイルス感染は、今だに終息の予測ができない状況であり、感染症対策と作業所生活
が共存できるよう工夫して取り組めるよう検討を進めているところです。

第一にクラスター感染を発生させない対応です。作業所という特性上、距離が近い場面が多くな
るとともに、利用されている方には感染症対策で制約もあり対応が困難な場面があるのも事実です。
現在は更衣室や食堂の人数制限やマスクの着用など様々な場面でご協力頂いております。行動特性
などを考慮しできる限りの対応を図りたいと考えております。

次に作業の確保ならびに工賃です。当事業所は、経済状況に左右される受注作業を中心に提供し
ております。工賃は前年の1/3程度まで落ち込んでおります。求められている衛生基準も満たし対
応できるように検討を始めました。どのような仕事があるか、何ができるか工夫をしないと厳しい
状況です。今後の方向性が定まりましたらお伝えしたいと思います。

安心・安全で皆様が主役になれる作業所であり続けられるよう感染症が
終息し、経済が活性化することを願っております。
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就労継続支援B型

新型コロナウイルス感染症によ
り、作業風景も変化しました。パーテーショ
ンの設置や、机の間をあけるなど、３密を防
ぐ対応をしています。 利用者の方々もマスク
着用や手洗い・消毒の徹底、近い距離でのお
しゃべりをしないなど感染予防をしながら、
作業を頑張って下さっています。

就労移行支援

コロナ禍により「がまん」と
いう言葉が浸透しました。景気の低迷は雇用
も含め、多方面に影響があります。就職セミ
ナーなど中止になるものもあり、所内での支
援を通して経験して頂くことを工夫しなけれ
ばと、担当として気持ちが焦ります。そのよ
うな中で、利用されている方々は「就職」と
いう目標に向けて頑張って
います。「がまん」の中の
チャンスを掴めるよう頑張
ります。

● 6月26日 放送の様子

グループホーム

グループホーム「アン・ファミーユあさひで」は、皆様
の協力もあり10月1日のオープンに向け準備を進めています。
利用される方が快適な生活を送って頂けるよう、食事の内容
や食器について検討をしたり、食堂のテーブルの配置やたく
さんの食材が入る大きな冷蔵庫などの備品を揃えています。

テレビ朝日“報道ステーション”で

旭出調布福祉作業所が放送されました。

新型コロナウイルス感染拡大防止により作業が減少し、工賃と事業所の収入が 減った
ことについて、テレビ朝日“報道ステーション”の取材が入りました。



喫茶「はにかみや」新型コロナウイルスの影響について

●東京都に申請し、取得した「感染防止徹底
宣言ステッカー」を掲示して営業しています。

●レジ前のパーテーション、テーブルや椅子のレイアウトのソーシャルディスタンスなどの
感染防止対策をしています。

●ランチメニューはお休みしています。 ●再開と同時に利用者の方々の ユニフォーム

喫茶「はにかみや」では新型コロナウィルス感染拡大防止のため、2月27日から7月12日まで
休業となっていましたが、7月13日から喫茶営業を再開しました。
当面の間は14：00～16：00の完全予約制で定員を7名様までとします。ご来店の際は体調不良、

お熱がある方のご入店はご遠慮いただき、検温、手指のアルコール消毒、お客様の連絡先の記
入のお願い、窓開けによる換気などコロナ感染拡大防止に努めています。



収　入 事業活動収入計 （１） 144,266,695

支　出 事業活動支出計 （２） 129,837,838

（３）＝（１）－（２） 14,428,857

収　入 施設整備等収入計 （４） 169,000

支　出 施設整備等支出計 （５） 88,945,031

収支差額 （６）＝（４）－（５） -88,776,031

収　入 その他の活動収入計 （７） 57,615,640

支　出 その他の活動支出計 （８） 594,710

収支差額 （９）＝（７）－（８） 57,020,930

　当期資金収支差額合計 -17,326,244

　当期未支払収支差額合計 -17,326,244

　前期未支払資金残高 81,239,373

　当期未支払資金残高 63,913,129

➍

■令和元年度 決算状況

（１１）

（１０） + （１１）

　事業活動による収支

　設整備による収支

　その他の活動による収支

（１０）＝（３）＋（６）＋（９）

（１１）＝（３）＋（６）＋（９）－（１０）

収支差額

■福祉サービス第三者評価結果

令和元年度評価結果につきましては 「福ナビ とうきょう福祉ナビゲー
ション」福祉サービス第三者評価結果をご覧ください。

皆さまからのご支援ご協力に厚くお礼申し上げます。

寄付者

加藤 哲男 様 今堀 淳子 様
長尾 光郎 様 他の方々
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